
　　
　

国
の
予
備
費
や
補
正
予
算
を
踏

ま
え
、
県
は
十
二
月
補
正
予
算
を
ど

の
よ
う
な
考
え
方
で
編
成
し
た
の
か
。

　
　

国
の
経
済
対
策
の
う
ち
、
「
経

済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備

費
」
に
係
る
事
業
を
計
上
す
る
こ
と

と
、
ひ
っ
た
く
り
犯
罪
の
検
挙
・
抑

止
な
ど
、
緊
急
的
な
課
題
に
対
応
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
編
成
し
た
。

　
　

人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
く
給

与
改
定
や
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
地

方
交
付
税
の
追
加
な
ど
を
受
け
、
県

の
平
成
二
十
二
年
度
の
収
支
見
通
し

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

収
支
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
二
月
補
正
の
段
階
で
明
ら
か

に
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
持
続
可
能

な
財
政
構
造
の
確
立
に
向
け
、
地
方

債
の
減
額
や
将
来
の
財
政
需
要
を
見

据
え
た
基
金
の
積
立
に
努
め
て
い
く
。

　　
　

三
番
瀬
再
生
会
議
の
見
直
し
の

検
討
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後

ど
の
よ
う
に
三
番
瀬
の
再
生
を
進
め

て
い
く
の
か
。

　
　

三
番
瀬
の
再
生
は
、
県
と
地
元

四
市
と
の
連
携
の
下
で
、
行
政
が
主

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
「
専
門
的
な
見
地
か

ら
助
言
等
を
行
う
学
識
経
験
者
に
よ

る
組
織
」
を
設
置
す
る
と
共
に
、

「
地
元
住
民
や
漁
業
関
係
者
等
か
ら

広
く
意
見
を
聴
く
場
」
を
設
け
、
三

番
瀬
再
生
の
推
進
体
制
を
再
構
築
し

た
い
。

　

今
後
は
、
平
成
二
十
三
年
度
を
初

年
度
と
す
る
三
年
間
の
事
業
計
画
を

策
定
し
、
新
た
な
推
進
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

　　
　

鉄
道
・
運
輸
機
構
の
余
剰
金
を
、

東
葉
高
速
鉄
道
や
北
総
鉄
道
の
長
期

債
務
縮
減
に
充
て
る
な
ど
の
措
置
を

取
る
よ
う
、
国
に
働
き
か
け
る
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

東
葉
高
速
鉄
道
は
約
三
千
百
億

円
、
北
総
鉄
道
は
約
八
百
億
円
と
、

巨
額
な
長
期
債
務
を
負
い
、
会
社
経

営
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
に
お
け
る
剰
余

金
は
、
J
R
の
株
式
売
却
な
ど
の

「
国
鉄
清
算
業
務
」に
伴
う
利
益
を
積

み
立
て
た
も
の
で
あ
り
、
J
R
以
外

の
民
間
鉄
道
の
支
援
に
対
し
て
活
用

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
両
鉄
道
に
と
り
長
期
債

務
の
軽
減
は
、
経
営
安
定
化
を
図
る

上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
機

構
の
剰
余
金
を
活
用
し
て
債
務
を
軽

減
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
、

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　　
　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
保
育

所
整
備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
現
在

の
待
機
児
童
数
は
、
速
報
値
で
二
千

六
百
五
十
二
人
と
、
昨
年
同
月
に
比

べ
百
九
十
人
増
加
し
て
い
る
。

　

県
で
は
、
国
の
安
心
こ
ど
も
基
金

を
活
用
し
、
保
育
所
の
緊
急
整
備
を

実
施
し
、
さ
ら
に
県
独
自
の
上
乗
せ

助
成
を
行
い
整
備
を
促
進
し
て
き
た
。

平
成
二
十
二
年
度
に
、
予
定
ど
お
り

施
設
整
備
が
完
了
す
る
と
、
二
十
一

市
町
五
十
九
カ
所
、
約
二
千
七
百
人

の
定
員
増
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
も
約
二

千
二
百
人
の
定
員
増
を
計
画
し
て
お

り
、
今
後
も
待
機
児
童
の
多
い
都
市

部
を
中
心
に
重
点
的
に
整
備
を
進
め

て
い
く
。

　　
　

公
立
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

財
政
負
担
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
支

援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

　
　

公
立
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
補
助
に
つ
い
て
は
、
国
の
三

位
一
体
改
革
に
よ
り
交
付
税
措
置
等

に
変
更
さ
れ
た
。
し
か
し
、
従
前
の

補
助
金
に
見
合
っ
た
財
政
措
置
が
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
毎
年
度
、
国
に
対
し
、

十
分
な
財
政
措
置
を
行
う
よ
う
要
望

を
続
け
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
十
九
年
度
以
降
、

民
間
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
対
す

る
補
助
と
ほ
ぼ
同
様
の
支
援
措
置
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
周

辺
市
町
村
か
ら
の
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
県
内
市
町
村
の
抱
え
る

課
題
や
他
の
都
道
府
県
の
状
況
な
ど

を
見
な
が
ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

今
後
も
、
最
終
的
な
受
け
皿
と
な
る

全
県
的
な
救
命
救
急
医
療
を
提
供
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　
　

高
齢
者
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め

に
、
県
と
し
て
市
町
村
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

　
　

市
町
村
と
連
携
し
、
課
題
の
把

握
や
解
決
に
向
け
て
協
働
す
る
「
地

域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
設
置
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
に
対
し
、
「
高

齢
者
の
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
取
り
組

み
」
な
ど
、
課
題
に
対
応
し
た
研
修

を
実
施
し
、
円
滑
な
活
動
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
の
高
齢
者
や
家

族
に
対
し
、
地
域
住
民
に
よ
る
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
医
療
と
福
祉
・

介
護
関
係
者
の
連
携
な
ど
、
地
域
に

お
け
る
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め

の
モ
デ
ル
事
業
を
、
県
内
三
市
に
お

い
て
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
そ

の
成
果
を
各
地
域
に
普
及
し
て
い
く
。

　　
　

富
津
市
鬼
泪
山
国
有
林
の
山
砂

採
取
問
題
に
つ
い
て
、
知
事
は
今
回

の
審
議
会
報
告
を
遵
守
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　

自
然
環
境
を
守
り
、
未
来
の
子

ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
世
代
に

課
せ
ら
れ
た
大
き
な
責
任
と
考
え
る
。

　

土
石
採
取
対
策
審
議
会
報
告
書

に
よ
る
会
長
の
所
見
に
は
、
「
現
時

点
で
は
、
国
有
林
か
ら
の
山
砂
採
取

に
係
る
県
の
基
本
的
な
考
え
を
見
直

す
ま
で
の
状
況
に
は
至
っ
て
い
な

い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
同
様
に
考
え

る
。

　　
　

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
策

に
大
き
な
効
果
が
あ
る
緊
急
保
証
制

度
の
打
ち
切
り
に
よ
り
、
通
常
の
責

任
共
有
制
度
に
よ
る
金
融
機
関
の
貸

し
渋
り
が
懸
念
さ
れ
る
。
千
葉
県
と

し
て
、
中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
支

援
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　

原
則
全
業
種
を
対
象
と
し
て
実

施
さ
れ
て
き
た
「
緊
急
保
証
制
度
」

が
、
三
月
に
期
限
を
迎
え
る
。
そ
の

後
の
支
援
策
と
し
て
、

①
保
証
対
象
業
種
の
見
直
し
は
行
う

が
、
特
に
業
績
の
悪
い
中
小
企
業

に
対
す
る
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
」
の
継
続

②
返
済
額
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
借

換
保
証
の
拡
充
・
促
進

な
ど
の
施
策
を
講
じ
る
と
聞
い
て
い

る
。

　

な
お
、
本
県
で
は
、
独
自
の
貸
付

制
度
を
設
け
て
い
る
。
今
後
は
、
こ

の
制
度
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

金
融
機
関
に
対
し
、
引
き
続
き
中
小

企
業
へ
の
円
滑
な
資
金
供
給
を
行
う

よ
う
要
請
し
て
い
く
。

　　
　

橋
梁
長
寿
命
化
対
策
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　

今
後
、
橋
梁
の
維
持
管
理
費
が

急
激
に
増
加
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
橋
梁
の
維
持
管
理
を
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め

「
千
葉
県
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」

を
策
定
し
た
。
本
計
画
は
、
損
傷
が

顕
在
化
し
た
後
に
補
修
を
行
う
事
後

的
な
修
繕
か
ら
、
顕
在
化
す
る
前
に

対
策
を
講
ず
る
予
防
的
な
修
繕
に
転

換
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

計
画
の
対
象
橋
梁
は
七
百
七
十
六

橋
で
、
こ
の
う
ち
損
傷
が
顕
在
化
し

て
い
る
橋
梁
は
四
百
五
十
八
橋
あ
る
。

特
に
損
傷
の
著
し
い
六
十
八
橋
に
つ

い
て
は
、
早
急
に
対
策
の
必
要
が
あ

り
、
今
後
お
お
む
ね
三
年
間
で
修
繕

を
完
了
す
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

残
る
三
百
九
十
橋
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
九
年
度
の
完
了
を
目
指
し
て

い
る
。

　
　

そ
の
他
の
社
会
資
本
の
長
寿
命

化
計
画
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

河
川
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
三
年
度
以
降
、
老
朽
化
の
進
ん

だ
施
設
か
ら
平
成
二
十
六
年
を
め
ど

に
、
計
画
に
沿
っ
た
修
繕
等
を
実
施

す
る
。

　

港
湾
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
四
年
度
を
め
ど
に
、
順
次
計
画
の

策
定
を
進
め
る
と
同
時
に
、
老
朽
化

が
進
ん
だ
施
設
や
、
緊
急
度
の
高
い

施
設
か
ら
優
先
的
に
改
修
を
進
め
て

い
る
。

　

流
域
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
三
年
度
を
め
ど
に
長
寿
命

化
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　　
　

千
葉
県
の
ひ
っ
た
く
り
の
発
生

は
全
国
一
位
と
の
こ
と
だ
が
、
ひ
っ

た
く
り
事
件
発
生
状
況
の
分
析
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
県
警
の
対
応
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
県
の
ひ
っ
た
く
り
発
生
件
数

は
、
全
国
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

　

発
生
状
況
は
、
地
域
的
に
は
京

葉
・
東
葛
地
区
で
の
発
生
が
全
体
の

九
十
四
％
を
占
め
る
。
時
間
別
で
は
、

午
後
六
時
か
ら
午
前
零
時
ま
で
の
間

に
約
六
十
二
％
が
発
生
し
て
い
る
。

被
害
者
は
、
女
性
が
約
九
十
四
％
、

年
齢
別
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
が
約
二
十
二
％
を
占
め
る
。
被

害
状
況
は
、
自
転
車
の
前
か
ご
に
入

れ
た
バ
ッ
グ
を
ひ
っ
た
く
ら
れ
た
の

が
約
四
十
五
％
、
歩
行
中
が
約
五
十

一
％
と
な
っ
て
い
る
。
被
疑
者
は
、

オ
ー
ト
バ
イ
の
利
用
が
約
八
十
二
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
抑
止
策
と
し
て

●
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
強
化
と
、

注
意
喚
起
の
一
声
を
掛
け
、
防
犯

意
識
の
高
揚
を
図
る
。

●
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
・
ネ
ッ

ト
を
配
布
し
、
防
犯
対
策
を
講
じ

る
。

●
駅
な
ど
の
施
設
内
で
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
や
チ
ラ
シ
の
掲
示
な
ど
を
行
う
。

●
移
動
交
番
車
の
活
用
や
防
犯
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
開
催
等
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
、
被
害
防
止
に
向
け

た
広
報
啓
発
運
動
を
実
施
す
る
。

●
知
事
の
出
演
し
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
活
用
し
た
広
報
啓
発
活
動

を
行
う
。

●
ひ
っ
た
く
り
多
発
警
察
署
に
対
し
、

本
部
の
捜
査
員
や
機
動
隊
員
を
派

遣
し
街
頭
活
動
を
強
化
す
る
。

な
ど
に
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

検
挙
対
策
と
し
て
は
、
事
件
発
生

直
後
に
、
組
織
の
総
合
力
を
発
揮
し

た
初
動
捜
査
を
展
開
し
、
犯
人
を
現

行
犯
的
に
逮
捕
す
る
。
ま
た
、
証
拠

物
や
目
撃
証
言
な
ど
の
確
保
、
鑑
識

活
動
の
徹
底
な
ど
の
対
策
を
推
進
し

て
い
る
。

　

な
お
、
「
ひ
っ
た
く
り
緊
急
対
策

事
業
」
と
し
て
、
十
二
月
補
正
予
算

に
お
い
て
捜
査
用
自
動
二
輪
車
な
ど

を
要
求
し
た
。
事
件
が
発
生
し
て
い

る
警
察
署
を
中
心
に
配
備
し
、
犯
罪

の
検
挙
・
抑
止
対
策
を
強
化
し
て
い

く
。
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